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「ましみず学習発表会」で自身の成長を披露 
 1１月４日（金）午前に、「１・２年生の発表」と「４・５年生の発表」を体育館で行いました。

異なる学年の仲間に自分たちの学びを紹介し理解してもらい、喜んでもらうには、相手の立場にな

って考え、わかってもらえるか否かを予想し、わかってもらえる工夫が必要です。見せてもらう側

には、発表にあるよさ・工夫を探すなど、積極的な心構えが必要です。発表後のやりとりでは、優

しい言葉がけや丁寧で節度ある態度が生まれるなど、本校らしい温かな時間となりました。 

 3・6 年生の「高擶子ども獅子踊り」は、１１月１７日（木）の午後の発表となりました。それ

ぞれの学年で練習した上で合同での練習を積み、ようやくこの日を迎えました。合同練習で６年生

は、開始から終了までを指揮。活動の度に自分たちの発表を振り返り、全員が課題を意識して取り

組めるようにしました。練習で培われたこの一体感は、本番でも存分に発揮されました。 

  
１年生の発表「こんなにできるようになったよ」 ２年生の発表「おはなしやさんへようこそ」 

  

４年生の発表「身近な地域を知ろう」 ５年生の発表「育てる活動を通して」 

  

３・６年生の発表「高擶子ども獅子踊り」 

 



「大型ディスプレイ」と「書画カメラ」を寄贈いただきました 
 １１月１０日（木）午前に、曙不動産有限会社代表取締役の工藤匡史さんご夫妻にご来校いた

だき、「65 型液晶ディスプレイ」と「書画カメラ」を寄贈いただきました。曙不動産さんは、地

域発展に貢献したいとの思いを実現するため、高擶小学校の教育活動の充実を第一に考えてくだ

さいました。教育を大事にすることが、豊

かな未来づくりにつながるとのお考えによ

るものです。 

６５型の液晶ディスプレイは、教室後方

でも十分視認できるサイズなので、タブレ

ットを使った日々の学習等で大活躍しそう

です。実物投影機は、児童の作品を学級の

みんなで確認したり、細かい部分を拡大し

わかりやすく表示したりする際にはもって

こいです。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 1２月の主な行事予定 》 
日（曜） 主 な 予 定 登校日 日（曜） 主 な 予 定 登校日 

１（木） ５年校外学習(5 年弁当持参)、6年下校 11:40、安全点検 ○ １７（土）  ― 

２（金） 学校集金振替日 ○ １８（日）  ― 

３（土）  ― １９（月）  ○ 

４（日）  ― ２０（火）  ○ 

５（月）  ○ ２１（水） 読み聞かせ会 ○ 

６（火）  ○ ２２（木） 給食調整日（２・３・５年弁当持参 ○ 

７（水） 授業参観(２・３校時)、希望個別面談 ○ ２３（金） 2 学期終業式(児童下校 11:45、給食なし) ○ 

８（木） ６年おたのしみ弁当給食 ○ ２４（土）  ― 

９（金）  ○ ２５（日）  ― 

１０（土）  ― ２６（月）  ― 

１１（日）  ― ２７（火）  ― 

１２（月）  ○ ２８（水）  ― 

１３（火）  ○ ２９（木）  ― 

１４（水） 読み聞かせ会 ○ ３０（金）  ― 

１５（木） １～３年午前授業(13:30 下校) ○ ３１（土）  ― 

１６（金） 学校集金再振替日 ○ ＊感染症等により予定変更となる場合があります。 

「第２回いじめアンケート」をもとに児童と『二者面談』をしています 
 先週ご提出いただいた「保護者アンケート」と、本日実施の「児童アンケート」をも 

とにして、今週学級担任と児童による二者面談を実施しています。短い時間ですが、い

じめ行為や生じた心の痛みや苦しみなどを聴き取り、解決像や今後の対応を確認してい

ます。また「いじめはない」とご回答いただいた場合でも、「心配なことや困っている

ことはないか」など、学校生活の充実につながる面談にしています。 

 じっくり話を聞いてみると、何気ない言動が相手にとって大きな苦しみとなっている

場合や、よかれと思っていることが相手の負担となっている場合などがあり、人間同士

が気持ちよく関わることの難しさを思い知らされます。同時に、受け止め方の違いがあ

ることを知ることで、自分の言動を見つめ修正し高まる契機ともなります。 

児童がいじめの意味と与える影響の大きさを理解し、「いじめをしない人」となるよ

う、ご家庭への連絡と連携した対応を大事に今後も指導して参ります。 



 


